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一
女子高に お け るエ ス ノ グ ラ フ ィ

ー を も とに 一

宮 崎 あゆみ

1　 ジ ェ ンダー ・ サ ブカル チ ャ
ー
研究

　本稿の 目的は ，
ジ ェ ン ダ ーの 視点で 教育社会学 に お ける サ ブ カ ル チ ャ

ー
研究 を捉 え

直す こ とを検討 し， 実際 に エ ス ノ グ ラ フ ィ ッ ク．な調査 を通 じて ， 女子高 に お い て展開

するサ ブ カ ル チ ャ
ー

の ダ イナ ミク ス を概観す るこ とで ある。

　学校 ・学級 内で ， 生徒 た ちは特定の 集団に 準拠 して ， 独 自の価値観 を形成 し行動様

式をあみ 出 して い く。
「サ ブ カ ル チ ャ

ー
」 と呼ばれ る の は ，

こ れ らの 価値規範や行動

様式で あ る。 サ ブ カ ル チ ャ
ーは ， 特定の 生徒集団 の 中で ； あ る い は集団 ど うしの 椙互

交渉を通 じて ， そ して 上位学校 シ ス テ ム と の 関係 に お い て 形成 され ， 分化 して い く。

　 こ う い っ た サ ブ カ ル チ ャ
ーに 関す る研究は教育社会学に お い て 盛ん に 行われ ， 蓄積

され て きた 。 従来の サ ブ カ ル チ ャ
ー
研究が焦点を 当 て て きたの は，「階級」 や 「ア チ

ーヴ メ ン ト」 の 側面で あ っ た 。 例 えば ， ウ ィ リス （訳書ユ985）は エ ス ノ グ ラ フ ィ ッ ク

な手法 を用 い て ， 反学校的な仲間集団 「野郎 ども」 の サ ブ カ ル チ ャ
ーを詳細に 描き出

して い る 。 野郎ど もは ， 巧み に権威の 裏をか き， 笑 い ふ ざけ，暴力 や男 っ ぽさを評価

し ， 今の 楽 しみ に価値をお く自分た ちの サ ブ カ ル チ ャ
ーを盾 に学校 に反抗 し て い く。

しか し ， そ の 野郎 どもの サ ブ カ ル チ ャ
ー

は 厂階級」 と い う側面で 描 か れ る こ とで よ り

明瞭 に な る。 野郎 どもの サ ブ カ ル チ ャ
ーは労働者階級の 文化と親近性が深 く， 彼らは

学校 の ミ ドル ク ラ ス 的 な価値観に 反抗す る こ とで
， 逆説的 に 労働者階級の 文化 を再生

産 して い くの で あ る 。 また ，
ハ ーグ リー ヴス （1967）や レ イ シ ー （1970）は ， 同 じ く

エ ス ノ グラ フ ィ ッ ク な手法を用い て ，
ス トリー ム 実施下の 学校に お い て 生 じる生徒の
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文化の 分化 を説明 して い る 。 彼らに よれ ば， 生徒 の 文化 は生徒が 報酬分配尺度上 に 占

め る地位の 高低 に よ っ て 分化 し， そ の 尺 度 として 重要なの は 「ア カ デ ミ ッ クア チー ヴ

メ ン ト」 だ と い う 。 そ して 彼 ら は 「ア カ デ ミ ッ クア チ ー ヴ メ ン ト」 と生徒 の 属す る

「階級」 が密接に 結び つ い て い る こ と を示唆 して い る 。

一方， 日本の 生徒文化研究で

は ， 生徒の 分化 を説明す る よ りも主 に そ の 類型 を統計的 な方法で 明 らか に して きた

が ， 学業成績や教育上 の 進路志望 とい っ た 「ア カ デ ミ ッ ク ア チ ーヴメ ン ト」 の側面は

重要な変数 として 注 目 されて きた （耳塚 1980）。

　 しか しなが ら，欧米の研究 に つ い て も日本 の研究 に つ い て も， 従来の 研究 に は ジ ェ

ン ダーの 視点 が 欠 けて きた と い う指 摘が 多 くな され て きた （Anyon 　 1983
，
　 Davies

1983
， 天野 1989）。 で は ， サ ブ カ ル チ ャ

ー
研究に ジ ェ ン ダー

の 視点 を取 り入れ る とは

どの よ うな こ と を指す の で あろ うか 。 従来の 欧米の 研 究に 対して 批判が集ま っ て い た

の は ， そ もそ も従来の サ ブ カ ル チ ャ
ー

研究 は男子生徒 を対象に 行われ る こ とが 多 く，

そ こ に は 女子生徒が文字 どお り存在 しなか っ た と い うこ と で あ る。
つ ま り， 女子生徒

が どの よ うなサ ブ カ ル チ ャ
ーを形成 し ， 女子生徒 自身が どの よ うに学校 に適応 し反抗

して い るか に つ い て の 研究 は行 われ て こ なか っ た 。

　 しか し ， サ ブ カ ル チ ャ
ー
研究 に ジ ェ ン ダー

の 視点を取 り入れ る と は ， 女子 を対象に

す る こ とだ けを指すの で は な い 。 よ り重要 なの は ，
厂階級」 や 「ア チ ー ヴメ ン ト」 の

側面 と同様 ， どち らの 性 を対象 にす る の で あれ ， サ ブ カ ル チ ャ
ー

の あらゆ る部分 に あ

らわれ る 「ジ ェ ン ダー
」 の 側 面に光 を当て る と い うこ とで あ る。 言 うまで もな く， 学

校の 中で 生徒や教師が ただの 生徒 ・ 教師 と し て で は な く，各階級の 文化を背負 っ た も

の と し て 存在 して い る よ うに ， 彼 らは社会的 に構成 され た 厂ジ ェ ン ダー
」 と い う関係

性 の うち に存在 して もい る。 しか し なが ら ， 従来の 研究 は ， 社会的 に構成 され た関係

性で あ る女性性男性性や性役割 ， ある い は セ ク シ ュ ア リテ ィ と い っ た側面が ， 他 の 側

面 と同 じよ うに サ ブ カ ル チ ャ
ー

に深 く浸透 し て い る と い うこ と を問題化 し て こ なか っ

た 。 ウ ィ リス の 研究 を例 に とれ ば ， 『ハ マ ータ ウ ン の 野郎 ども』 （訳書 1985）は，男

子生徒の み を対象 に し，女子生徒を ス テ レ オ タ イ プ的に しか 扱わ なか っ た と い う点で

ジ ェ ン ダー
の 視点か ら批判され て きた 。 し か し ， 批判 され る とす れ ば そ れ は む しろ野

郎 ど もの女性観 の み を問題 に して その ジ ェ ン ダー
観 に まで 分析が及ぼ なか っ た と い う

点で あ ろ う。 言 い 換 えれ ば ， そ こ で は ， 野 郎 ど もの 女性 へ の 態度 に つ い て 扱 われ て い

て も ， ひ るが え っ て 野郎 ど も自身の 男性性の あ り方を問い 直し， それ が野郎ど もの サ

ブ カ ル チ ャ
ーの 形成 に ど うか か わ っ て い る か に つ い て の 分析 は十 分 に 行われ なか っ た

と考 え られ る。
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ジ ェ ン ダ ー ・ サ ブ カ ル チ ャ
ー

の ダイ ナ ミク ス

　
一

方 　日本 に お ける生徒文化研究は両方の 性を対象に して きた。 しか しなが ら ， H

本に お ける研究 も 「ジ ェ ン ダー
」 の 側面を十分に扱 っ て きた とは言えない

。 日本の 研

究が性の 要因に注 目し た場合に は ， 女子 と男子の 違い を記述す る性差研究に とどま っ

て い る場合が 多い
。 ただ し， 高校生の 構えに つ い て の 石戸 （1982）に よ る研究で は ，

女子 と男子の 構 え の 違 い が ， 違 い と して 記述 され るだ けで は な く，社会的 に 構成 され

た もの と し て ジ ェ ン ダーの 視点で 分析 され 貴重な知見を導い て い る。 しか し ，
こ の 研

究を含め て ， 日本の 生徒文化研究が 明 らか に した諸類型 の 内容に は ， 性役割 や女性性

男性性に か か わ る 「ジ ェ ン ダ ー
」 の 側面 に関す る項 目は含まれ て い ない 。 また ， 日本

の 生徒文化研究 に つ い て 言え る こ とは ， そ れ が質問紙 を用 い た統計的 な方法で 行われ

て きた と い う こ とで あ る 。 サ ブ カ ル チ ャ
ー研究 に は ， こ の よ うな方法 を有効利用す る

こ と も重要で あ るが ， 詳細なイ ン タ ビ ュ
ーや観察に基づ くエ ス ノ グ ラ フ ィ

ー
は ， 文化

を実体化 して 捉 え る こ と を可能 に す る （耳塚 1982）。 また ，
エ ス ノ グ ラ フ ィ

ーは ， 従

来の ジ ェ ン ダー
研究が どち らか と言 えぱ重 きをお い て きた性 役割の メ ッ セ ー ジを発す

る側で は な く， その メ ッ セ ー ジが発せ られ る も う
一

方の 側 に い る ， 行為者 の 論理づ け

や適応 と反抗 の 機微を捉え る こ とを可能 に して くれ る 。

　 本稿で は ，
「ジ ェ ン ダー

」 の 側面が どの よ うに サ ブ カ ル チ ャ
ーに あ らわれ ， どの よ

うに 他の 側面 と絡 ま っ て い るか 。 そ して ， どの よ うな影響 を生徒 た ちの ジ ェ ン ダ ー ・

アイデ ン テ ィ テ ィ や ラ イ フ チ ャ ン ス に 与 えて い る の か
。 そ して ジ ェ ン ダ ーの 再生産に

ど の よ うに 寄与 し て い るの か 。 こ うい っ た 「ジ ェ ン ダー
」 の 視点 を取 り入れて サ ブ カ

ル チ ャ
ーを捉 え直す研究 を ジ ェ ン ダー ・サ ブ カ ル チ ャ

ー
研究 と呼ぶ こ と に す る。

　 ジ ェ ン ダー ・サ ブカ ル チ ャ
ー研究 に よ っ て ， こ れ まで 等閑視 され て い た多様な側面

の 研究が 可能 と なる 。
エ ニ ヨ ン （1983）は， エ ス ノ グ ラ フ ィ ッ ク な調査 を通 じて 教師

　生徒の 相互交渉 を ジ ェ ン ダ ーの 視点か ら考察し，生 徒や 教師の 性役割や 女性性男性

性が その あ り方 に 強 く影響を及ぼ して い る こ とを明 らか に した 。 共学 と別学 に よる サ

ブ カ ル チ ャ
ーの 違い も， 従来見過ご され て きた側面 に 注 目す る こ とで

一
層有意味な も

の として 浮か び 上が っ て くる （宮崎 1993）。

　 ジ ェ ン ダー ・サ ブ カ ル チ ャ
ー研究に よ っ て 明 ら か に され る多様 な側面 は，「ア カ デ

ミ ッ ク ア チ ー ヴ メ ン ト」 や 「階級」 と独立 に 行 われ るの で は な い
。 「ジ ェ ン ダ ー

」 の

側 面 は他 の f則面 と複 雑 に か か わ っ て い る こ とが 予想 され る （木村 1991）。 しか し， こ

の か か わ りを見て い くこ とは ， 女性内の 多様性や 男性内の 多様性 を見 る こ と に もつ な

が る。 つ ま り， ア カ デ ミ ッ ク ア チ
ー ヴメ ン トに お い て 成功 して い る女性 と失敗 して い

る女性の サ ブ カ ル チ ャ
ーの 比較や ， あ る い は 中産階級 の女性 と労働者階級の 女性の サ

159

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

ブ カ ル チ ャ
ー

の比 較は ， サ ブ カ ル チ ャ
ーに 表出す るさま ざま な性役割や女性性 の あ り

方 ， すなわ ち多様な 「ジ ェ ン ダー
」 の 側面の 見え方を明 らか す るで あろ う。

　本稿で は ， 実際 に エ ス ノ グラ フ ィ
ーを も とに ， 学校 の 中で 展開す る 多様 なサ ブ カ ル

チ ャ
ーを描 くこ と とす る。 本稿で は ， 生徒 一生徒相互交渉 ， と くに 生徒た ちが 自ら分

類 し た 4 つ の グル ープ の 相互 認知 に焦点 を当て て ，
ジ ェ ン ダー ・ サ ブ カ ル チ ャ

ー
の

一

つ の 試み を提示 した い
。

ll 事例研究

1 ．調査の 対象と方法

　「ジ ェ ン ダー
」 の 側面は両性 を対象に 行い 得 るが，女子生徒を対象 とす る とき， 避

けられ ない 側面 として 明瞭 に なる 。 また ， 女子の サ ブカ ル チ ャ
ー

の 多様性 を見 る こ と

がで きる こ と もあ り， 女子校を対象 に 設定 した。 具体的に は ， 大都市圏に あ る私立 K

女子高校を対象 と した 。
K 女子高校 は ， 進学別に い くつ か の コ ー ス を設置 して お り，

本調査は その 中で も進学化政策に よ っ て設置され た T コ
ー ス （主 に四 年制大学希望）

と近年廃止の 方向に あ る A コ ー ス （主に就職 また は専門学校希望）の 第 3学年 に焦点

を当て た 。 ク ラ ス 数は T コ ー ス 2 ，
A コ ー ス 7 ク ラ ス で ある 。

　筆者は，国語の 産休講師 （第 3学年 A コ ー ス の 古典 ， 就職対策作文漢字担当 ） と し

て フ ィ
ー

ル ドに入 り，参与観察 とイ ン タ ビ ュ
ーを行 っ た 。 観察期間 は， 1991年の 4 月

か ら 9 月の 半年間で あ る。 週 3 日授業 を担当 し ， ．た い て い 週 4 日 ， 7 月か らは ほ ぼ毎

日通 っ た 。 参与観察は ， 他の 教師の 授業や ロ ン グ ホ
ー

ム ル
ー

ム
， 教師た ち に よ る生活

指導研修 や朝 の校門で の 取 り締ま り，部活 や 委員会，生徒総会 ・ ス ポ ー ッ 大会 ・ 文化

祭 ・合唱 コ ン クー ル な ど の 行事な ど学校生 活 の さま ざまな場面 に 及ん だ 。 生 徒 との 日

常的な会話の 他 に
， 観察期間の 後半に は，

ふ だん 行動を共に する仲．良しグ ル ープへ の

イ ン テ ン シ ブな イ ン タ ビ ュ
ー を行 っ た 。 イ ン タ ビ ュ

ーは A コ
ー

ス 4 ク ラ ス （選択 ク ラ

ス の 小 ク ラ ス 1 を含む），
T コ ー ス 1 ク ラ ス を対象に ， 49グ ル ープ 131名 （A コ ー ス 34

グ ル ープ ，
T コ ー ス 13グ ル ー プ ， 演劇部 など他 の コ r ス も含む コ ー ス 混合 グ ル ー プ 2

グ ル ープ）に 対 して 行 い ， イ ン タ ビ ュ
ー対象 ク ラ ス の 生徒で 筆者の 時間的都合で 行え

なか っ た分に 対 して は ア ン ケ
ー

トで 補 っ た 。 イ ン タ ビ ュ
ー

の 時間は ， 1 グ ル ープに つ

き45分 （1 入の 場合）か ら 5時間 ， 場所は 生徒 に選 ん で もら い
， 学校 （教室 ， 部室 な

ど）， 喫茶店 ， 予備校 ，
カ ラオ ケ ボ ソ ク ス ，生徒宅 な ど多岐 に わ た っ て い る 。 生徒 と

と もに す る行動は 観察期間 を へ る に 従 っ て 増え，受 験勉強の 手伝 い か ら学校外 の遊 び
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ ェ ン ダ ー ・ サ 7
“
カ ル チ ャ

ーの ダ イナ ミク ス

まで と もに 行 っ た 。 その 他 ， 教師 に もイ ン タ ビ ュ
ーや ア ン ケ ー トを行 っ た。

2 ・ K 女子 高校 にお ける ジ； ン ダー ・サ ブカ ル チ ャ
ーの 枠組

　 K 女子高校に お ける観察 に お い て ， 主要な ドメ イ ン とな っ た もの の 1 つ に グル ー プ

が あ っ た。 イ ン タ ビ ュ
ーや 観察 に お い て ， 生徒た ちは 自 らを は っ き りと した境界 を も

つ 「グ ル
ー プ」 に 区別 し， 多 くの 行動 （移動教室 ， お 弁当 ， トイ レ な ど）を同

一
の グ

ル ー プ と と もに行 っ て い ・る こ とが明 らか に な っ た 。 生徒 た ちは 自ら を 4 つ の グ ル ー プ

に分類 して い た 。 そ の 4 つ の グル ープ は， お互 い に相違点を批 判 しあ う こ とで それぞ

れの サ ブ カ ル チ ャ
ーの 特徴 を浮か び上が らせ て い る。 そ の 中で 浮か び上 が る特徴は，

従来の サ ブ カ ル チ ャ
ー

研究で は と らえられ な い 「ジ ェ ン ダー
」 の 側面 に お い て 明暸に

なる もの で あ っ た 。

　本稿で は ， 生徒の 側の 相互認知 に 絞 っ て 考察 を進め るが ， そ の 前 に サ ブ カ ル チ ャ
ー

が背景とす る学校に 簡単に 説明 を加 え，サ ブ カ ル チ ャ
ーが形成 され る基盤 となる 「グ

ル
ープ」 の 形態 に つ い て も概略 を描 くこ と とす る 。

田　サ ブカ ル チ ャ
ー

の 背景　　学校

　 K 女子高校は 入学時か ら募集基準が異な る トラ ッ キ ン グ を導入 して お り，数年前に

設け られ た進学 コ ー ス が 急激 な進学校化の 担 い 手 とな っ て い る 。
コ ー ス に よ りカ リキ

ュ ラ ム は大 き く異 な り，
T コ ー ス が 受験科目中心 の 手段的 カ リキ ュ ラ ム で あ るの に 対

して ，
A コ

ー ス は家庭科や 芸術が 多 い 表出的カ リキ ュ ラ ム に な っ て い る 。
コ ー ス に よ

っ て 教師 の 評価 も大 き く異 な っ て い る 。 A コ
ー ス に 対 して は学校の 勉強 との 齟齬や生

活指導 の 必要性 が 感 じ られ て い る が，それ に対 し ， 進学校化の 担 い 手 とな る T コ
ー ス

に は ， 補習や専任講師の 配置な どの 優遇措置が講 じ られ て い る 。

　進学校化に と もな っ て 規則の 取 り締ま りは緩め られ て い る 。 教師 た ちは年齢や性別

や タ イ プ に よ っ て ス トラテ ジーを編み出 して ， 主に 下位 ス トリーム の 「問題生徒」 に

対応 して い たが ， それ で も全体 と して 生 活指 導は減 っ て お り， 教師の 仕 事は 「肉体労

働」 か ら 「ア カ デ ミ ッ クな仕 事」 に 変化 しつ つ あ る と言 われ て い る。

　 しか し なが ら ，
こ の よ うな学校 内の 変化に もか か わ らず ， チ ャ

ータ ーは低 い ままで

あ る 。 こ れ は進学校化 を急速 に 成 し遂げた こ の 学校の 特殊 な歴史 に起 因す る。 低 い チ

ャ
ータ ーは 生徒た ちに 大 き く影響 を与え て い る 。 生 徒 へ の イ ン タ ビ ュ

ーで は，低 い チ

ャ
ータ ー

が 頻繁に 言及され たが ， それ に は 「学 校の 外 か ら バ カ だ と思 われ て い る」 と

い うこ と に と どま らず ， 「性的に 奔放 な イ メ ージ で と らえ られ て い る」 と い う こ とが

多 く含まれ て い た 。 女 子校の チ ャ
ータ ーが進学率 だ けで は な く， 「お 嬢様学校」 など
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と言われ るよ うに ， 性的 な貞淑 さ とい う別の 軸で 評価 され る とい う こ とは興味深 い
。

  　グル
ー

プの 形態につ い て の概略

　サ ブ カ ル チ ャ
ーの 内容 に 触れ る前 に ， それ が形成 され る基盤 とな っ て い る 「グ ル ー

プ」 の 形態の 概略 を説明す る必要が ある
（D

。
「グル

ープ」 は ， 生徒 た ち自身の説明 に

よれ ば ， 主 に 「勉強グル
ープ」 「オ タ ッ キーグ ル ー ブ」 「ヤ ン キー グ ル ー プ」 「一般グ

ル ープ」 に 分化 して い る。 勉強グ ル ープは ， 自らの グ ル ープを 「成績が い い 」 など と

説明 し ， 他か ら も 「勉強し て る」 など と説明 され， ほ とん どが 進学 を希望 して い る 。

オ タ ッ キ ーグ ル
ープ は漫画 な ど共通の 趣味で 集 ま っ て い る グ ル ープで あ り，

「オ タ ッ

キ
ーグ ル ープ」 と呼 ばれ て い る 。 ヤ ン キー グ ル ープ は他 の グ ル ープか ら 「ヤ ン キー グ

ル
ープ」 と呼ばれ て お り， 自分た ちの グ ル ープ を 「ケ バ イ っ 子グ ル ープ」 「遊び っ 子

グ ル ー プ」 「授業中 うるさい グル
ープ」 など と説 明 して い る。

一
般 グル ー プ は ，

A コ

ー ス に お い て r一般 グル ープ」 「ふ つ うの グ ル ー プ 」 な ど とひ と く く りに 呼ばれ て い

る もの で ， 「外向系
一

般 グル ープ」 「勉強系
一般グ ル

ー プ」 など と分化 され て 説明 され

る場合 もあ る 。

　A コ
ー

ス に お い て は，ヤ ン キー グル
ープ

， 勉強 グ ル ー プ， オ タ ッ キー グ ル ープが 1

つ ずつ （数名か ら 9 名）あ り， それ ぞれ が グ ル ープ の特徴の 違 い を意識 し ， 強 い 境界

を維持 して い る。

一
般 グル

ープは ，

・大小 い くつ かの グル ープが あ り， ク ラ ス の 半分以

上 が こ こ に 含まれ る 。 それ に対 し， T コ ー ス で は ， ほ とん どが勉強グ ル
ー プ ， オ タ ッ

キ ーグ ル
ープ に 含まれ ， ヤ ン キ

ーグ ル
ープ と呼ばれ る もの は な い 。 グ ル ー プの 境界

は，す べ て の 種類 の グル ープが 同居す る A コ
ー ス に 比 べ て 緩や か で ， 流動性が あ る 。

　 そ れ ぞれ の グ ル ープ は ， は っ き りと分化 し ， その 分化 を強 く意識 し て い るが ， それ

だ けで は な く， お 互 い の グル
ープ を差異化 し，

ス テ レ オ タ イ プを付 して 批判 し価値づ

け しあ っ て い る。
A コ

ー
ス 内で は各 グ ル ー プの 特徴の 違 い が顕著で あ り， 対立 もまた

顕著で あ る 。 また勉強 グル ープが 多い T コ ー ス と
一

般グ ル
ープや ヤ ン キ ー グル

ープが

多 い A コ ー ス との コ
ー ス ど うしの 対立 も激し く， ス ポ ーツ 大会 な どの 行事に は と くに

表面化す る 。 次 に ，
こ うい っ た グ ル ープを基盤 として 展 開す る女子生徒の 多様なサ プ

カ ル チ ャ
ーの ダイ ナ ミ ク ス に 焦点 を当て る 。

3 ．サ ブカ ル チ ャ
ーの ダイナ ミク ス

　対立 しあ う多様 なサ ブ カ ル チ ャ
ーの 記述 は以下の 5 点か ら行 う。 す なわ ち，規則 へ

の 対応 ， 制服 の 着方 を中心 と した外見，学 校外の 世界 ・話題，性役割 で あ る。

（11 規則 へ の 対応
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ジ ェ ン ダー ・ サ ブカ ル チ ャ
ーの ダイ ナ ミク ス

　まず，各 グ ル
ープ は ， 規則 に対す る対応や 教師 との 椙互交渉 の あ り方に お い て 異な

っ て い る 。 も っ と も学校に反抗的なの は ヤ ン キーグ ル ープで ある。 彼女 た ちは規則を

破 っ て も結局た い した こ とに はな らない こ とを知 っ て い る （「お どか して るだ けで 赤

点 は つ か ない 」 「停学の 憂き目に あ っ て もめ っ た に退学 に は ならない 」「タ バ コ が 見っ

か っ て もチ ク られ な か っ た」）。 彼女た ちに と っ て は教師 と の 駆引 きも 「生徒手帳 に 押

され る違反 の はん こ 集め 」 の よ うに ，

一
種の ゲーム に な る 。 も っ と も彼女た ち も表だ

っ た対立 状況を作 る こ どは あ ま りし ない
。 教師 に 注意され た と きは ， まず走 っ て 逃げ

る か ，
「指導 し に く い 状況」 を作る こ とが多 い 。 「指導 しに く い 状況」 と して ，教師の

話題 に上 っ た り観察され た りした もの に は ，
「とぼける」 rr先生か わ い い 一

』 『ね えこ

の 前の 話ど うな っ た の 』 r トイ レ に 行 っ て きて い い で すか 』 な ど巧 み に 話 を そ らす」

「無視 して 歩き出 す 」 「無視 して 友達 と話す」 「rブ ス 』 r足が 短 い 』 r結婚で きな い く

せ に 』 な ど教師の 弱点 をつ く」 な どが ある。
「注意 されて い る生徒 に別 の 生徒が 話 し

か ける」 とい うチ ー ム プ レ ー も観察され た
（2）

。

　
一

般 グ ル
ープは ， 規則 は守 らず ， 学校の 行事 な どに も積極的に 参加 しな い 場合が 多

い が ， 教師 と表立 っ て 対立 す るよ うな こ とは しな い
。 規則破 りの 注意 に対 して ほ， 注

意され る前 に 走 っ て 逃 げ た り， 規則違反 をそ の 場で 直 して 教師 が通 り過 ぎた後で また

も と に 戻す な どの
一
時的 な対策で 乗 りきっ て い る。 そ もそ も教師 の 目は ヤ ン キ

ー
グ ル

ー プの ほ うに 向 い て お り， 多少の 規則違反で 痛 い 目に あ う こ とは まず な い
。 そ して ，

彼女 た ちは教師 と対立 す る危険 を冒す よ りは ， 学校の 申に グ ル ープ と い うい ご こ ちの

よ い もの を築 きあげ，そ こ を学校生活の 中心 に す るこ とで 学 校 との 齟齬 を乗 り切 っ て

い る
〔3）

。

　ヤ ン キーグ ル ープや一般 グル
ープに 対 し て ， 勉強 ・オ タ ッ キー グ ル ープ は規則を守

り学校の 行事 な どに も積極的 に 参加 して お り， 教師 に 対 して 対策 を講 じ る必要が な

い 。 A コ ー ス の 場合彼女 た ちの 多 くは風紀委員，学級委員で ある 。 彼女 た ちは と りあ

え ず教師に 印象が 悪 くな い よ うに 振 る舞 う こ とを心 が けて い る 。 学校に 適応的な彼女

た ち は 自分 た ちは教師 に 優遇 され て い る とい う。

　こ うい っ た規則や教師へ の 対応の違 い は お互 い を批判す る材料 とな っ て い る 。 勉強

グ ル ー プや オ ッ タ キーグ ル
ープか らは ， ヤ ン キ ー グ ル ー プに 「か っ こ つ けて る」「わ

ざわ さ損 し て る」「（行事な どで ）や る気が ない 」 な ど の 批 判が あ り，勉強 グ ル ープや

オ ッ タ キ ー グ ル ープへ は，そ の 教師 へ の 態度に 対 し て 「い い こ ち ゃ ん 」 とい う批 判が

挙が っ て い る 。 しか し，各 グ ル ー プの 批 判が 集 ま っ た の は こ の よ うな 「反抗す る」

「適応す る」 と い う態度 その もの で は な く，次 に述 べ る制服の 着方 な ど に 具 体 的に現
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ヤ ン キ
ー

グル ープ
一

般グル
ー

プ 勉強およびオタッキ
ーグル

ープ

図　制服（夏服）の 着方の典型例 （図 は実際の デザ イ ン とは変え て あ る）

れ る よ うなそ の 反抗 や適応の 内容で あ っ た 。

  　制服の着方を中心 とした 外見

　そ れ ぞれ の グ ル ー プの 規則や教師へ の 対応の 仕方が 現れ て い る もの の 1 つ に ， そ れ

ぞれの 制服の 着方が あ る 。 それ ぞれ の グ ル ープは ，
ス カ

ー
トの 長さ ，

ベ ル トの着用，

胸当て の 高 さ ， カ フ ス ポ タ ン
， ブ ラウス の 着方 ， か ばんの 飾 り， 髪形 ， 化粧などに お

い て ， 異 な っ て い る 。 勉強 グ ル ー プや オ タ ッ キ
ーグル

ー プは ， 概ね学校の 規定 どお り

に 制服を着用 し て い る 。 す なわ ち ， 長 い ス カ ー ト， 高 い 胸当 て ， きちん と結わ え た髪

などで あ る 。 それ に 対 し て ，一般 グ ル ープ と ヤ ン キ ーグ ル
ープ は 彼女 た ちな りに 制服

を大 きく改造 して い る 。 例 えば，

一般 グ ル ープは ，
ス カ

ー
トの 裾 を幾 らか 切 り， ウエ

ス トで 2 つ 3 つ 折 っ て ス カ ー
トをひ ざ丈まで 短 くする 。 胸当て も半分 くら い まで 下 げ

て い る。 髪の 毛 は結ばず に下 ろ し て い る もの も多 い が，パ ーマ をか けて い る もの は そ

れ を隠す た め に 結ん で い る場合 もあ る。 ヤ ン キ
ーグ ル

ープ は ，
ス カ ー トの 裾 を切 っ て

ひ ざ上 まで 短 くし， 胸当て はすぺ て 取 っ て い る 。 髪は 脱色し て 茶色に して お り， 学校

で も口 紅 ，
フ ァ ン デ ーシ ョ ン

， ア イ シ ャ ドウ などの 化粧 を し て い る。

　一
般 グル ープ とヤ ン キ ーグ ル

ープの 制服改造の 程度 の差 は ， 彼女た ちの 規則 へ の 対

応の 違 い を示 して い る。

一
般 グ ル

ー プ の 改造の程度が よ り小さ い の は ， 彼女 た ちが 教

師の 目を逃れ る た め の 対策 を講 じて い るか らで あ る 。 例 えば，
一

般 グ ル
ープの 生徒が

ス カー トを ウ エ ス トで 折 っ て 調節す るの は教師 に 注意 され （そ うに な っ ）た とき 「即
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ジ ェ ン ダー ・サ ブ カ ル チ ャ
ー

の ダイ ナ ミクス

効お ろす」 こ とがで きるよ う rcして お くこ とで 教師 の 叱責を免れ る ためで あ る。 それ

に対 して ヤ ン キ
ーグ ル ープ は ， 逃 げ を打 つ こ とを しない

。 彼女た ちの 脱色 して しま っ

た髪 ， 切 っ て し ま っ た ス カ ー
ト， 取 っ て しま っ た胸当て は ， 後戻 りの で きな い 反抗 の

一
手段 とな っ て ， 教師た ち との 対立状況 を生み出 して い る 。

　 こ の制服の 着方を中心 と した外見は ， グル
ー プに 関す るもっ とも目立 つ 違 い と して

グル ープ相互 に認識され て い る 。
「ス カ ー トが長 い の は B コ ー ス の 子」 厂ヤ ン キ ーグ ル

ープ の 子 っ て 必 ず髪茶色」 と い うよ うに ， 他の 生徒 の 服装 は ， そ の 生徒が どの グ ル
ー

プに 属す る か とい う情報 を読み 取 る こ とがで きる 目印 に な る。 そ して ， 彼女 た ちは

「カ フ ス ボ タ ン は ま じめ な子 に 見え る か らや らない 」 な ど， 制服の 着方の 違い で 自分

の 属するグ ル ープが 明らか に なる よ うに 「演出」 し て お り， 同 じグ ル ープの 生徒は制

服の 着方が非常 に よ く似て い る 。

　 しか し ， よ り重要なの は ， 制服の 着方 を中心 とす る外見の 違 い が ， 目に見 え る顕著

な もの として ， 各 グ ル ープが もっ と も頻繁に 批判 しあい
， 価値付 け しあ う材料とな っ

て い る と い うこ とで あ る 。 そ して その 批 判に は，お 互い がふ さわ しい と思 う女性性の

違い が浮か び上 が っ て い る 。
「一般 グル

ープ」や 「ヤ ン キー グル ープ」 は ， 「勉強グ ル

ープ」「オ タ ッ キーグ ル ープ」 の 工 夫 の ない 学校の 規則 どお りの 制服 の着方に 対 し て
，

「ま じめ 」「か わ い くな い 」 「お し ゃ れ を しな い 」 「汚 い 」 「暗 い 」 「オ タ ク っ ぽ い 」 な

どの 批判を して い る。 例 を挙げ よ う
（4）

。

●キ リコ 「生徒会 っ て さ ， ひ ざ下 10cm の ス カ ー
トで さ ，

カ バ ン と学生 カ バ ン 両方の

　　　　 手 に もっ て た り」

　ま ち子 「カ バ ン い まどき厚か っ た り」

　きぬ子 「きれ い なん だよね ，
カ バ ン が ね 」

　ま ち子 「で ， カ バ ン の 中に勉強道具 も入 っ て るけ ど漫画 も入 っ て る とか ね ， しか も

　　　　 漫画が 目キ ラキ ラ とか そ うい うや つ 」 （中略 ）

　ナ ナ エ 「髪の 毛 ベ タ ッ ぽ くて 洗 っ て な い ん で し ょ 。 か た ま りが で きち ゃ っ て ん で し

　　　　　ょ 。 わ か れ ちゃ っ て ん だ よね」

　キ リコ 「襟元白 くな っ て ん の 。 フ ケつ も っ て 」

　きぬ 子 「1980円ズ ポ ン とか ね」　　　　　　　　　　　　　　　　　
− 39（A ）

　 しか しなが ら，「一般 グ ル ー プ」 や 「ヤ ン キ ーグ ル ー プ」 の 短 い ス カ
ー

トや 胸当 て

の 低 さ に向 け られ た批 判は よ り激 しい もの に な っ て い る 。
「勉強 グ ル ー プ」 や 「オ タ
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ッ キ
ーグ ル ー プ」 は ， 彼女た ちの こ とを 厂品が な い 」 「男に もて た い 」 と批判す る 。

しか し ， と くに 厳 し い 批判 を浴 び たの は 「ヤ ン キー グル ープ」 で あ る。 その よ り短 い

ス カ ー トや 胸当て の 低 さ， 化粧 に 対 して の 「ケ バ イ」 と い う批判 は ， 制服 の 改造 を

「かわ い い 」 と評価す る 「一般 グ ル ープ」 か らも挙が っ て い る。 例 を挙 げよう。

● ゆ り子 「ケ バ イの は い や 。 近所に ケ バ イ人で 同 じ学校の 人 い て ， 近所の 人 は コ
ー ス

とか 分か れ て るの 知 らない か らや だな っ て思 う。 共学 だ っ た らケ バ イ人 い

　　　　　な くな るん じ ゃ な い か な 。 ケ バ イ人 は ， 自分で い い と思 っ て る 。 品 が な

　　　　　い 。 や り方が きれ い じゃ な い 」　　　　　　　　　　　　　
− 16（T ）

●ひ ろ子 「こ こ （胸当て ）をな くす っ て こ とは，女と して の 胸を強調す る っ て こ とだ

　　　　　か ら， 私 だ っ た ら こ わ い
。 うちの K 女 っ て い うの は ヤ リ女 っ て 呼 ばれて る

　　　　　か ら， ま じめ そ うな顔 して て も ， 『今夜 ヒ マ なの 』 とか 『い くら』 とか 言

　　　　　われ るん だ っ て 。 （中略）そ うい うの は困 っ ち ゃ うだ ろ うな」　　− 25（T ）

● レ イ コ 「胸 当て な い の とか，危 な い よ 。 うちの ク ラ ス なん か全部 ない 人 い て ， なん

　　　　　か こ っ か ら 見え ち ゃ う っ て い うか （笑）だ っ て ， 危 な い よ」　 　
− 8（A ）

●て い 子 「（ス カ ー
トが短 い の は）本人 に と っ て は か わ い い つ も りな ん だ か ら 。 よ っ

　　　　　ぽ どさ ， 細 くて す ご い 自信が あ る人 な ら い い け どさ 。 （中略）目立 ち た い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 −

　　　　　っ て い うか 。 もて た い み た い な 。 男の 人 に 声 か けて もらい た い 」
− 26（A ）

　彼女 たち は下線部 の よ うに ， 女性 の セ ク シ ュ ア リテ ィ を強調す る こ とを批判 して い

る 。 その 批判は最初の 2 つ の 例 の よ うに ，学校の 低 い チ ャ
ー ター と も関係 して い る 。

彼女た ちの 批判が ，
セ ク シ ュ ア リテ ィ の 強調 を学校の低 い 評判 と結び つ け る社会の 論

理 と も重な っ て い る と い う こ とは興味深 い
。 しか しなが ら， 彼女 た ちは 女性i性 その も

の を否定 し て い る わけで は な い
。 彼女 た ちか ら出た 「や りか た が きれ い じ ゃ な い 」

「お嬢さんて 感 じ じゃ な くね えち ゃ ん て 感 じに なる」 「制服 に は 化粧 は 似 あわな い
。

制服に 似合 うか わ い さ ， きれ い さ っ て あ る と思 う」 と い っ た批 判か らは ， 「貞淑 さ」

「品の よ さ」 と い う別の 女性性が評価され て い る こ とが わ か る 。

（31 学校外の 世界 ・ 話題

　同 じくグ ル
ー プの お 互 い の 批判が 集 ま っ た もの として ，各 グ ル ープの 話題の違い ，

学校外の 世 界の 違 い が あ る 。 こ れ らの こ と に 関す る お 互 い の 批 判の 内容 は ， 制服 の 着

方に まつ わ る批判 と重 な っ て い る 。

　 各 グル ー プ は ， 学 校 外 の 生活 の 過 ご し方 に 関 して 相互の 違 い を認識 しあ っ て い る 。

前述の よ うに 必 ず し も学校に 適応 し て い な い
一

般 グ ル ー プや ヤ ン キ ー グル ープが もつ
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の は， 学校外 の 世界の 広 が りで あ る。

一
般 グ ル ー プの生徒の 多 くは ， 飲み 会， 買 い

物， カ ラ オ ケ ， 映画 な ど学校外の 行動範囲が広 く， コ ン パ や紹介
（5）

と い っ た異性 と

接す る機会 も頻繁 に あ る 。 テ n 一
ン エ イ ジ カ ル チ ャ

ー
（音楽 ・フ ァ ッ シ ョ ン 等） へ の

関心 も高 い
。 ア ル バ イ トもほ とん どの 生徒が恒常的 に や っ て お り，

’
ア ル バ イ トか ら広

が る世界や人間関係 もあ る。
「彼氏」 の い る生徒 も多 く，

「彼氏 もち」 は た い て い 高 く

評価 され る。 ヤ ン キ ー グ ル ープは学校 へ の 欠席率が高い 分，学校外 の 広が りもさ らに

広 くな り， 学校へ の コ ミ ッ トメ ン トよ り外 の世界へ の コ ミ ッ トメ ン トの 方が は るか に

高 い
。

　それ に対 し て ， 勉強 グ ル
ープ は学校外の 世界の 広が りを もた な い 傾向に あ る。 テ ィ

ー ン エ イ ジカ ル チ ャ
ー へ の 関与 は 少な く， 学校 と家 の 往復 が 生活 の 基本 と な っ て い

る 。 それ以 外の 行動 （「学校帰 りの 飲食」「買い 物」「野球観戦」 な ど）もあ るが ， 「定

期券の 範囲内で 」 「塾の 前に 時間が あ る と き」「テ ス トが終わ っ た 日 に 」 な どの 限定が

つ き， さ らva　3 年 に な っ て そ うい っ た行動 は減 っ た とい う。 ア ル バ イ ト経験の な い 生

徒も多 い 。 異性 と接す る機会 も多 くの 生徒 はな い か ほ とん どな い 。 オ タ ッ キー グル ー

プ は ，

一
般 グ ル ープやヤ ン キ ーグ ル ープの よ うな学校外 の生活は 送 らない が ， それ に

代わ る もの と して ， 漫画を中心 と した独特の 文化を も っ て い る 。

　 こ の よ うな生活の あ り方の 違 い と関係 し て ， 各グ ル
ー プの 話題 も異 な っ て くる 。 各

グ ル ープ が話題 と い う 日常 的 な レ ベ ル に お い て も違 い を意識 して い る こ とは興味深

い 。 「違う グ ル ープの 子 と しゃ べ る と きは話題 を意識 して 合わせ る」， あ るい は 「話題

が違 っ て 話がで きな い 」 とい う生徒 も多い 。 どの グ ル
ープで も教師や ク ラス メー

ト，

部活 ， 家族の こ とな ど 「身近 に起 こ っ た こ と」 や 「テ レ ビ」 「冗談 」 な どの 話題 は 話

され る 。 しか し ， 大 き く異なる部分は T コ ース を中心 とす る勉強 グル ー プは受験 の 話

や勉強の 話 をす る と い うこ とで あ る。
A コ

ー
ス を中心 とす る一

般 グル
ー プや ヤ ン キ

ー

グル ー プは男の 子の 話 ， 彼氏 の 話 ， 前の 日 に 出か けた話が 多 い と い う。 勉強 グ ル ープ

の 生徒 も恋愛の 話 は話題に 上 るが ，

一
般 グル ープの ほ とん どが現実の 異性 との 接触に

基づ い て い るの と は異 な っ て い る 。 オ タ ッ キーグ ル ーブは圧倒的に 漫画 の 話が多 い 。

　こ れ らの 学校外 の 生 活 や話題の 違い もグ ル ープ ど うし の 批 判の 材料とな る 。 学校外

の 生活に つ い て 勉強 グ ル ープに 向け られ た批判は ，
「行動範囲が 狭 い 」 と い うこ とに

向 け られ て い る 。 具 体 的 に は，「皮肉 で 言 えぱ い い 子 」 「外で 遊 ぼ な そ うで つ ま らな

い 」「後で あの とき遊べ ぱ よか っ た っ て 後悔す る」「社会勉強が足 りない 」 とい うよ う

な批判で あ る 。 話題に 関する批判も ， 「行動範囲の 狭い 」勉強 グ ル ープの 「現実 ぱ な

れ し て い る」 こ とを突 い て い る 。 ま た オ タ ッ キ ーグ ル ープの 独特の 話題 に 対 して も批
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判が挙が っ て い る。 例 を挙げ よ う。 T コ ー ス の 生徒 だが 「自分た ちは他の T コ ー ス の

生徒 とは 違 っ て勉強 グル ー プで は な くA コ ー ス の
一

般 グ ル ープ に近 い 」 とV・っ て 勉強

グ ル ー プ批判 を した 2 人の 話で ある 。

●み ほ り 「この グ ル
ープは男の 子の こ とが多 い 」

　たみ子 「現実 っ ぽい っ て い うか ， まわ りの 男の 子の 話で ， 芸能人の 話 とか しない 」

　み ほ り 「他 の グ ル ープは野球の 選手が ど うとか ， 走 る方向が 現実 ば なれ して る」

　たみ子 「漫画 とか で こ の 人 い い とか 言 っ て 」

　み ほ り r他 の グ ル
ープ （勉強 グル

ー プ）の 人 と， 大学の 話 とか将来の 話す る こ とあ

　　　　　ります け ど， 男の 子の 話だ と 『どうせ い な い か ら』 とか rあ らそ う』 とか

　　　　　で 終わ っ ち ゃ うん で す よね 。 盛 り上 が らな い 。 （中略 ）私達は 男 の 子や彼

　　　　 氏 の 話で 盛 り上 が りた い の に ， だ っ て ふ つ うの 女子校そ うで し ょ 。 あ あ い

　　　　　うの した い の に野球 の 話で 盛 り上 が っ た りして 話に 入れ な い の 」
− 17（T ）

　しか し ， こ の
一
般 グル ー プやヤ ン キ ーグル ープの 「行動範囲の 広 さ」 は勉強 グル ー 『

プや オ タ ッ キ ーグ ル ープ に して みれ ば批判材料 となる 。 勉強 グル ープやオ タ ッ キ ーグ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ル ープか ら見れ ば，

一般 グ ル ー プや ヤ ン キ ー グ ル ープの 「行動範囲の 広 さ」 や 「異性

と の つ きあ い 」 は ，
「節操の な さ」 とな り，それ に まつ わ る話題は 「くだ らな い 話題」

となる 。 オ タ ッ キー グル
ー プが話 した例 を見て み よ う。

● かお る 「私 た ち以 外 は ， 化 粧品 」

　 リツ コ 「男の 子の こ と 。 その 夜あ っ た こ と とか 」

　あ さ子 「飲み に 行 こ うとか ほ ざい て るしね 。 休 み近 くに な る と パ ン フ 広げて 」

　 リッ コ 「旅行行 こ うとか 」

　あ さ子 「彼氏 と行 くの とか 」

　 リツ コ 「勝手 に い けみ た い な」

　あ さ 子 「と うと うど うなるん で し ょ うか 」

　 リッ コ 「い い じゃ ん ， も う傷物なん で しょ 」　　　　　　　　　　　　
− 23（A ）

　 こ の 例 の よ うに 勉強 グ ル ープやオ タ ッ キ
ー グル ー プ の 間で は ，

「交際範囲 の 広 さ 」

は必 ず しも評価 され ず ，
「彼氏 もち 」 も必ず し も ス テ イ タ ス に は な らな v ，

（6）
。 と く に

ヤ ン キ
ーグ ル

ー プ に は ， 制服の 着方 に関す る批判 と同様，「性的 に 奔放 」 で あ る との
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レ ッ テ ル が貼 られ て い る Q ヤ ン キー グル
ー プは ， 確か に 性の 話題で オ タ ッ キ ーグ ル ー

プをか らか うな ど し て い るが ，
「不特定多数の 人 と関係 をもつ 」「男性の 性的対象 とし

て ふ るま う」 な どの 批判は実際に は 彼女 た ちに あて はま る もの で は な い 。 そ れ に もか

か わ らず ， こ うい っ た女性性に か か わ るイ メ
ージが こ こ で も批判の 理由 に され て い る

こ とは重要で ある。

（4） 学校の 勉強へ の価値づけ

　学校に お い て 重要 な要素で ある勉強に つ い て も各 グル ープ の 態度や価値づ けは異な

っ て い る 。 勉強 が で きる と い うこ とは ， 勉強 グ ル
ープに お い て は高 く評価され る。 勉

強グ ル ー プが ほ とん ど を占め る T コ
ー ス で は生徒は休み時間に 勉強 し， 授業中に もよ

く発言す るが ， 他 の コ ー ス の 勉強グ ル ー プ は 「休み 時間に教科書広げた らの けもの 」

「ウ ォ
ー クマ ン で （勉強 して い な い こ とを） カ モ フ ラー ジ ュ j とい うよ うに 学校で は

勉強 しな い 。 　 　
・

　それ で は 「学校の 」 勉強 と い うこ と に 限れ ば評価 は ど うで あ ろ うか 。
「学校の 勉強

は役に 立 つ か 」 と い う質問 に 対 して 「役 に 立 つ 」 と答え た の は勉強グ ル ー プの
一

部で

あ り， どの グ ル ー プ も 「役に 立 た な い 」 とい う答え が 多か っ た 。 しか し，各 グル
ープ

はその 「役に 立た ない 」理由に お い て は大 き く異な っ て い た。 結論か ら言えぱ ，

一
般

グ ル
ープの 生徒 は 「将来の た め に役 に 立た ない 」， 勉強 グ ル ー プ の 生徒 は 「受験 に 役

に立た な い 」 とい う理 由を述 べ て い る。 勉強 グ ル ープ の 生徒た ちは学校 の 勉強が 受験

勉強に そ ぐわ ない 科目や 内容で あ る こ と に 強 い 不 満を表明 して ら る。 それ に 対 して ，

進学す る生 徒の 少 な い
一一

般 グ ル
ー プの 生徒た ちは 「何の ため に や るの か わか らな い 」

と勉強自体に 疑問を感 じて い る 。 彼女 た ちは 自分の 将来 と学校 の 勉強 に 断絶が あ る こ

とを感じ て い る 。 彼女た ちの 多 くは 「物理 とか 数学 とか ほん と役に 立 た な い よね。 頭

に 来る」 とひ と し き り主要科 目， と く に 理系科 目 を批 判 した後， A コ
ー ス の み で 必修

に な っ て い る保育 と家庭科 の み は 唯
一

役 に 立 つ 科 目だ と述べ た 。 批 判の 例 を挙げ よ

う。

● キ リ コ 「数学だ っ て さ，割 り算 とか掛 け算 とか あれ だ けで きて れ ばい い よね 。 今の

　　　　　デ ル タ とか 絶対使 わ な い よね 。 」

　ま ち子 厂絶対使 わ ない （笑 ）」

　キ リ コ 「家計簿 とか に デ ル タ ー
あ一あ一あ一 （み ん なで 声 を合わせ て グラ フ を書 く

　　　　　まね を しなが ら） こ ん なに な っ ち ゃ っ て やん な い よね 。 （笑）」　 − 39（A ）
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　彼女 た ちは，「役 に 立た な い 」理 由と して ，「女の 子 として 」 「主婦をや る」「結婚す

る」「子 ど もを育て る」 と い う私的領域 に 向か うで あろ う 「自分の 将来」 との ずれ を

挙げて い る。
T コ ー ス の 生徒か らは こ れ らの 理 由は出され ず， 家庭科を評価 した もの

もほ とん どい ない
。 勉強グ ル ープ と一般グ ル

ー プの 生徒との 問 に は明 らか に異なる判

断の 軸が 存在 して い る こ とが わか る 。

（5） 性役割観

　 こ の 異 な っ た軸は彼女 た ちの 性役割観の違 い に現れ て い る 。

一
言で 性役割 とい っ て

もそ こ に は様 々 な局面が あ り，

一
人の 生徒 に お い て さ えゆ らぎが見られ る 。 しか しな

が ら， そ の ゆ らぎを加味 して も， グ ル ー プに よ っ て 性役割観に お け る違 い が 見られ

た 。 こ こ で は， 性役割の 中で も職業へ の 志向性 を取 り上 げ る 。 女性の 公的領域 へ の 志

向性は ， 現状 と し て ， 家庭 と い う私的領域 と の 葛藤 に 満 ち た選択 と して 存在 して V・

る 。 彼女 たちへ の イ ン タ ビ ュ
ーの 内容 は ， 公的領域 の 尊重 （仕事 をず っ と続け る），

私的領域 と公的領域 と の 兼 ね合 い （子育て が終わ っ た ら常勤，翻訳 な ど家で で きる仕

事をず っ と続ける ， 仕事 を続けた い が家庭め こ とを考 えて 迷 っ て い る）， 私的領域の

尊重 （家庭 に入 る 〉と分類で きた 。 結論 を言 えぼ ， 勉強グ ル ープ と一般グ ル ー プは顕

著 な違 い を見せ た 。 勉強グ ル ープは職業継続 へ の 志向性が高 い と い う要素を もっ て お

り，一般 グ ル ー プ は家庭 へ の 志 向性が高か っ た 。 オ タ ッ キーグ ル
ープ は全体 と し て 顕

著な傾向は 見せ て い な い が ，
「（

…
般 グル ー プの よ うに ）イケ イケ で OL で 主婦 に はな

りた くな い 」 な ど ，

一
般 グ ル ー プが家庭 へ の 志 向性を見せ て い る こ とに 対す る批判を

挙げて い ると こ ろ もあ り，一般 グ ル ー プよ りは職業継続へ の 志 向性が 高い 。 ヤ ン キ ー

　　　　　　　　　　　　　 衷　 グル ープご との 性役割

勉強グル ープ オタ ッ キ
ーグ ル

ープ 一
般グル

ープ
ヤ ン キ ー
グル

ープ

コ
ー

ス
・
コ
ー

ス合計 T A 合計 T A 合計 T A 合計 A

公 的 領域 の 尊 重

仕事 を続 け る

　 19

（73，1）

　 　 9

（5  ，O）

　 28

（63，6）

　 　 1

（50，0）

　 　 4

（33．3）

　 　 5

〔35．の

　 　 2

（100，0）

　 13

（2L  

　 15

（23，4）

　 　 3

（42．9）

子 育 て 終わ

っ た ら常勤

　 　 2

（ 7．7）

　 　 2

（1L1）

　 　 4

（ 9．1）

　 　  

（　 0）

　 　 0

（　 0）
　 　 o

（　 0）

　 　 0

（　 0）
　 　 3

（ 4，8）

　 　 3

（ 4．7）

　 　 0

（　 0）
域私
の 的

兼領

ね 域

合公

い 的

　領

家 で で き る

仕事

　 　 2
（ 7．7）

　 　 1
（ 5 ．6）

　 　 3

（ 6．8）
　 　 0
（　 0）

　 　 o
（　 o）

　 　 0

（　 0）
　 　 0
（　 0）

　 　 4

（ 6．5）
　 　 4

（ 6．3）
　 　 0

（　 0）

公希望だ が

私 と迷 い

　 　 2
（ 7 ．7）

　 　 0

（　 o）

　 　 2
（ 4．5）

　 　 1
（50，0｝

　 　 2

（16．7）
　 　 3
（2L4 ）

　 　 o
（　 0）

　 　 o
（　 0）

　 　 0

（　 0）

　 　 0

（　 0）

私的領域 の 尊重

家庭 に 入 る

　 　 1

（ 3．8）

　 　 6

（33．3）

　 　 7

（15，9）

　 　 0

（　 0）

　 　 6

（50，0）

　 　 6

（42．9）

　 　 0

（　 0）

　 42

（67，7）

　 42

（65，6）

　 　 4

（57．1）

合計 （人数〉

　　　 （％）

　 26

（100．0）

　 18

（100．O）

　 44

（100．0）
　 　 2

（100．0）
　 12

（100．0）
　 14

（100． ）

　 　 2

（100．0）

　 62

（100．0）
　 64

（100．0）

　 　 7

（100．0）
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ジ ェ ン ダー
。 サ ブ カ ル チ ャ

ーの ダイナ ミク ス

グ ル ープで は職業継続へ の志 向性 を示す もの と家庭志向 を示す もの に分か れ ， 職業志

向 をもつ もの は メ イキ ャ ッ プア ーテ ィ ス トや パ タ ン ナー
の よ うに ア カ デ ミ ッ ク ア チ

ー

ヴメ ン トとは関係を もた な い 職業を希望 して い た 。

　各 グ ル ー プが 異な っ た性役割観を も っ て い るこ とは ， グル ープイ ン タ ビ ュ
ーに お け

る さま ざまな場面で 表れ た 。 それ ぞれ の グ ル ー プに は性役割観 に関する異 な っ た論調

が あ り， そ の こ とは グ ル ー プの 論調 に 合わ ない 生徒が い る とその 生徒が批判 され る こ

とで 一層顕在化 した 。 例 を挙げ よ う。

…
つ 目の 例 は ，

T コ ー ス の グ ル ー プ イ ン タ ビ ュ

ー
に お い て

一人 だ け仕事 との 兼ね合 い で はあるが家庭志 向をもつ 生徒 （こ と子）が い

た場合 ， 次 の 例 は A コ
ー

ス の イ ン タ ビ ＝
一で

一
人だ け仕 事 との 兼ね合い で 家庭 と仕事

の 兼ね合 い を考 えて い る生徒 （あ い 子 ）が い た場合の例 で あ る。

●た つ 美 「私，死 ぬ まで 働 きた い の 。 （中略）お 昼 とか テ レ ビ 見て ， ふ つ うの なん か

　　　　　働 い て な い お ば さん み た い の い るで し ょ 。 あ あ い うの す ご い ム カ ツ クの 」

　 こ と子 「だ か らそ うな る一歩手 前で 働 きは じめ るの （笑）」

　み お 子 「私 も働 き続 けて い きた い 。 だか ら， 結婚願望がぜんぜん な くて ， した い っ

　　　　　て 思わ な い の ね」

　こ と子 「い や
一

し っ か りして る よ 。 私 っ て 古風 じゃ ない 。 新 しい 今を生 きて る っ て

　　　　　感 じで ， 私は 昔 なが らの ・…・・
」　　　 　　　 　　　 　　　 　 − 47（T ）

● AM 厂そ した ら仕 事続 けて る ？」

　なお 美 ・よ う子 ・は るか 「家庭に 入 る」

　あ い 子 「私は続 けて る と思 う。 放送関係で 」

　は るか 「え一
！　 そ うなん だ 。 そ うい うの あ い 子む い て ない よ 。 で もあ い 子 っ て 気

　　　　　強 い よね 」

　あ い 子 「そ う い う こ と い うか な。 で もね ， 夢が 2 つ あ るの 。
エ レ ク トー ン の 先生 っ

　　　　　て い うの もや りた くっ て 」

　なお 羮 rそ うい うお 母 さん て い い ね」

　は るか 「うん ， だ っ た ら い い ね」

　あ い 子 厂だか らキ ャ リア ウー
マ ン まで は 行か な くて 」

　なお 美 ・よ う子 ・は るか 「うん 」　　　　　　　　　　　　　　　　 − 9（A ）

　こ の よ う に イ ン タ ビ ュ
ー

で は ， そ れ ぞれ の グ ル ープに
， そ して 勉強グ ル ープが 多 い

T コ
ー

ス と
一

般 グ ル ープが 多 くを占め る A コ
ー ス に 性役割観に 対す る異な る論調 が あ
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る こ とが示 され た。
T コ

ース で は ， ふ だん の 会話で も将来仕事 を続 けた い と話す傾 向

が強 い とい うこ とが 多 く言 われ ， それ に 影響 を受 けた と話す生徒 もい た 。 こ の こ と

は ， それ ぞれ の サ ブ カ ル チ ャ
ーが ジ ェ ン ダー ・ア イデ ン テ ィ テ ィ に影響を及ぼして い

る こ と を示唆 して い る。 また ，
T コ

ー ス で は ， 仕事 を続 ける理 由 と して 「せ っ か く勉

強 し たの に も っ たい な い 」 と話す生徒が 多 い 。 勉強グ ル ー プの 生徒 た ちの 将来の 公的

領域 へ の 志向性 は，
「勉強 して い る」 と い う今の業績志向 とも関係 して い る。 しか し，

勉強 グ ル ー プ の 多 くは家庭を全 く否定 し て い る わ けで は な い 。 彼女た ちの 公的領域 へ

の 選択 も私的領域 との葛藤の 上 に成 り立 っ て い るこ と は改めて 付 け加 えな けれ ば なら

な い
（7）

。

4． ま とめ一 サ ブカル チ ャ
ーに現れ た 「ジ ェ ンダー

」の 側面 と学校 とい う文脈

　以 上 の 5 点 に わ た っ て 生徒 た ちが 自ら分類 した 4 つ の サ ブ カ ル チ ャ
ー

の 違 い とその

相互認知 が 検討 され た 。 勉強グ ル ープは学校 に適応的で あ り， 業績主義に の っ と り，

勉強す る こ とを評価 して い た 。 オ タ ッ キ ー グル ープ も， 独特の 文化 を もち，勉強グ ル

ー プほ ど勉強に 熱心 で な い こ とを除 けば，勉強 グ ル ープ に似た傾向を も っ た 。

一
般 グ

ル ープは業績主義や勉強 を重要 な要素 とす る学校に 齟齬を感 じ ， 学校 とつ か ずは なれ

ずの 関係 を保 っ て い た。 学校 に もっ と も適応 し て い ない の はヤ ン キ ーグル ー プで あっ

た。 彼女た ちは 学校よ りも学校の 外 の 世界 へ の コ ミ ッ トメ ン トの ほ うが高か っ た 。

　 しか し，各 グ ル ー プの 相互 批判が も っ と も集ま っ たの は ， 従来の 研究で 扱 われ て き

た こ の よ うなサ ブ カ ル チ ャ
ーの 側面 ， すなわ ち学校 へ の 適応の 違 い や 「ア カ デ ミ ッ ク

ア チ
ーヴメ ン ト」 の 違 い と い う側面で は なか っ た 。 各 グ ル ープの 相互批判 は こ れ らの

グル ープの サ ブ カ ル チ ャ
ーが ， こ れ らの 側面 にお い て 分化 して い るばか りで は な く，

性役割や女性性 とい う 「ジ ェ ン ダー
」 の 側面 にお い て も分化 して い る こ とを示 して い

る 。 勉強グ ル ー プは 「品の よさ」「貞淑 さ」 を評価 し，
「彼氏」 や異性 との 接触をあま

りもたず ，
「節操 の な さ」 や 「セ ク シ ュ ア リテ ィ の 強調」 を批 判 した 。

一
般 グ ル ープ

の 生徒 たち は ， 逆 に ， 勉強 グ ル
ープや オ タ ッ キ ーグ ル ー プを ，

「か わ い くな い 」 「オ タ

ク っ ぽ い 」 な ど彼女たち な りの 女性性 に基づ い た外見へ の 批 判 ，
「世界狭 い 」 「非現実

的」 な ど女子の テ ィ
ー

ン エ イ ジカ ル チ ャ
ー

へ の 関与が少な い 点 へ の 批判 などに よ っ て

退 けた 。 彼 女 た ち は ， 業績主義 に適応 し ， 将来の 生 活 に お い て 公的領域 を尊重す る こ

とを述 べ た勉強 グ ル ープ と異な り，学校の価値 に 対置 して ， 将来 自分が 尊重す る で あ

ろ う私的領域へ の 価値 を重 ん じた 。 ヤ ン キ ー グ ル
ープ は ， 勉強 グ ル

ープや オ タ ッ キ ー

グ ル ー プに
一

般 グ ル
ープが 向 けた よ うな批判 を行 っ た 。 しか し，彼女 たちは他 の グ ル
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ジ ェ ン ダ ー ・サ ブ カ ル チ ャ
ーの ダ イナ ミク ス

一 プか らは ， セ ク シ ュ ア リテ ィ を強調 した女性性の イ メ ージを付与 され て 激 しい 批判

を浴びて い た。

　 こ れ らの こ とが らは ，
「ジ ェ ン ダ ー

」 の 側面 を取 り入 れ て は じめ て サ ブ カ ル チ ャ
ー

の 中に 可視化され る もの に ほか な らな い 。 そ して こ こ で 言 え る の は ， 従来研究 され て

きた側面 と， これ らの 「ジ ェ ン ダー
」の 側面が特定 の 結びつ きを も っ て い る と い うこ

とで ある 。 「ア カ デ ミ ッ ク ア チ
ー ヴメ ン ト」 に お い て 成功 し て い るグ ル ー プは ， 業績

志向 と関係 して 公的領域 を尊重 し ， また 「貞淑 な」 「品の よ い 」 女性性を評価 して い

る。

一方，「ア カデ ミ ッ クア チー ヴメ ン ト」 に お い て 失敗 して い る グル ー プは ， 「ケ バ

イ」 女性性 と自らを結 びつ け， また結び つ け られ て もい る。

　 こ れ らの サ ブ カ ル チ ャ
ー

は ， 言 うまで もな く， 生徒 ど う しの 認知 に 現れ るだ けで は

な く，
K 女子高校 とい う文脈の 中に位置づ けられ て い る 。 勉強 グ ル ープや オ タ ッ キー

グル ープは ， 進学化を成 し遂げ よ うと して い る K 女子高校で は とくに ， 業績達成が高

い とい う面， あ る い は学校に適応的で あ る と い う面で 優遇 され て お り， 学校 と論理 を

同 じ くして い る。 しか し，学校は生徒た ちを，適応 の 違 い や 「ア カ デ ミ ッ ク アチ ー ヴ

メ ン ト」 の 違 い の み で 評価 して は い な い 。 学校は化粧を禁止 す るな どに み られ る よ う

に 「ケ バ イ」 女性性 を排除 しよ うと して い る 。 学校 は 業績主義 に 貫 かれ て い る よ う

に み え なが ら， それ と同時に ふ さわ しい 女性性 を も提示 して い る と言 え る （木 村

1990） 。 すな わ ち， ヤ ン キー グ ル
ー プは，「教師 に 対 して 従順で は な い 」 「成績が悪

い 」 と い うこ とで 学校の 対局 に置か れ て い るだ けで はな く，彼女 た ちの 「ケバ イ」 と

され る女性性の ため に 対局 に 置か れ て い る 。

　こ の よ うな学校の 中で ，上 位 ス トリ
ー

ム を中心 とす る勉強 グ ル
ープやオ タ ッ キーグ

ル
ープの ほ うが ， 自らを正 当化す る論理 を見つ けやす い 立場に い るこ とは，観察で 見

られ た コ
ー

ス 対立や コ
ー

ス に 関す るイ ン タ ビ ュ
ー

に も現れ て い る 。 上 位 ス トリーム を

中心 と した勉強 グ ル
ー プ

， オ タ ッ キ
ー グ ル ー プに よる下位 ス ト リー ム へ の 批判は ，

「他の コ
ー

ス と の 交流 は あ るか 」 と聞 い た だ けで 飛 び出 し，他 の 質問項 目に もわ た る

激 しい もの に な っ て い る。 また ，
A コ ー ス の 勉強 グル ープや オ タ ッ キ

ーグル ープ も A

コ
ー

ス と自らを切 り放 し ，
T コ ー ス の 立場 に 自分をお い て A コ ー ス の 一般 グ ル ー プや

ヤ ン キ ーグ ル
ー プに批判 を向けて い る 。 例 を挙げ よ う。

● け い 子 「そ う， ケ バ イの が ね」

　ま どか 「で も も うA コ ー ス と らな く （募集 し な く）な っ たか ら い い け ど」

　け い 子 「髪の 毛茶色 く して た り， と きた ま化粧 し て た りJ （中略 ）

173

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

　け い 子 「（ケ バ イの は）困 る ， こ っ ち （T コ ー ス ）は 。 お願 い だか ら制服脱 い で や

　　　　　 っ て ち ょ うだ い っ て 感 じ」

　ま どか 「そ うそ うそ う。 い っ し ょ に い た くな い し ， 同 じ制服着て ん の が や なの ね 」

　 けい 子 「そ う」

　ま どか 「同類に 見られ るみ た い なゴ　　　　　　　　　　　　　　　ー 6（T ）

● あつ 子 rA コ ー ス の 人 とか
， 他の 学校か ら悪 く思われ て るか ら」

　るみ 子 「うちは近所に 同 じ学校の 人 い な い か ら い い けど ， 謇 っ て るひ と多 い よね 。

　　　　　T コ ー ス だ け制服変 えて ほ しい よ ね」

　ふ み え 「A コ ー ス の ほ うが人数多 い か らそ う い う （ケ バ イ）イ メ ージ強い よね」

　るみ子 「だ け ど もう， A コ
ー

ス 今年か らな くなる しね 」　　　　　　　 − 18（T ）

　 こ の 例に 見 られ る よ うに ， 彼女た ちの 批判 は ， 進学化政 策を と っ て A コ
ー

ス を廃止

す る方向の 学校の 論理 に 力を得て い るが， それ はす ぐさま ， 化粧 な どを禁止 して 「ケ

バ イ」 女性性を排除す る学校 と同 じ論理 に も結び つ い て い く。

　逆 に 学校の 中で 自らを正 当化する論理 を見 つ けに くい 立場に あ るの が ， 下位 ス トリ

ーム
， と くに ヤ ン キ

ー
グ ル ープの 生徒 た ちで あ る。 イ ン タ ビ ュ

ー
で も下位 ス トリーム

の
一

般グ ル
ー プやヤ ン キ ーグ ル ープは ， 同じ下位ス ト リ

ーム の 勉強 グ ル ープや オ タ ッ

キ ーグ ル ー プへ 激 し い 批判を行 っ た が ， 学校が 優遇す る上 位 ス トリーム の 生徒た ちに

対 して は そ の 批判の 矛先 は鈍 る 。
「他 の コ ー ス との 交流 は ある か」 と い うコ

ー
ス 対立

に関す る質問 に 対 して ， 半数は 「な い 」 とい う答 えの み で ，
「A コ ー ス と T コ ー ス は

仲悪 い こ とあるん だ っ て 」 と聞い た場合で も 「別 に交流 な い 」 「バ カ に され て も仕方

な い 」 とい う答えが多 い 。 ス ポ ー
ツ 大会 などの 行事で の 対立場面や イ ン タ ビ ュ

ー
の 中

で 試み られ た弁明 も 「上 位 ス ト リーム か らバ カ に され て い る」 とい う関係を読 み 替え

る代替物 とは な っ て い な い
。 わ ずか に 自分た ちが 上 位 ス ト リーム の 生徒 た ち よ り も

「か わ い い こ と」，
「家庭 を し っ か り守 るで あろ うこ と」，「勉強だ けや っ て い る の で は

な い こ と」 など学校の 論理 に 対す る彼女 たち側 の論理 が正 当化の 論理 と して 何人か か

ら挙が っ たが ， 生徒 た ちは 学校の T コ ー ス へ の 優遇措置や A コ
ー

ス の 廃止を敏感 に意

識 して お り， た い て い は，対立場面 に お い て も rA コ ー ス だ か ら っ て なめ ん なよ」 と

い うよ う に 上 位 ス トリーム と の 逆 転 の 論理 を生 み 出す こ とに失敗 して い る 。 そ して ，

と く に ヤ ン キ ーグル ープの 立場 は学校の 中で 厳 し い もの と な っ て い る 。 彼女 た ち は ，

他 の グル
ープ の 生徒 よ りも教師 に強 く出 る など，

一見強 い 立場 に い る よ うに み え て ，

「あ た した ちは ク ラ ス の 癌グ ル ープ」 厂こ こ で 話 して る と笑 え る け ど （他 の グ ル
ー プ
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か ら）視線が くる」 など話 して お り， 学校の 論理 と対局に ある 自分た ちの 立場 を意識

して い る 。 確か に ， 彼女たち は学校の 業績主義に お い て 敗者で あ り， それ は進学政策

を推 し進め る K 女子高校に お い て 顕著で あ る。 しか し， 彼女 た ちが弱い 立 場に 置か れ

て い る の は ， それ だけの ためで は な い
。 学校の 論理 ， お よび学校の 論理に よ りそ うグ

ル ープ に よ る ， 進学化 と逆の 方向に 向か うヤ ン キ ー グ ル ー プへ の 批判 は ， 際立 っ た セ

ク シ ュ ア リテ ィ へ の 批判に す りか わ っ て い く。 そ して ， さらに 重要な こ とに ，
こ の 批

判は社会的評 判 と い う外の 論理 と も結び つ い て い る 。 上 位 ス ト リー ム の 生徒 た ちの

「ケ バ イ」女性性iへ の 批判は ， イ ン タ ビ ュ
ーに現れ たよ うに ， 自校の 低い チ ャ

ータ ー

を低 い ス ト リーム に起因す るため で もあ っ た 。 ヤ ン キ ー グル
ープが 「ケバ イ」 女性性

を一手段 と して 学校の 中で 反抗 しえて も， 社会的評判 と い う外の 論理 は ， それ を低 い

もの とし て 評 価す るで あろ う。 こ うし て 彼女 たち はサ ブ カ ル チ ャ
ーに お け る 「ア チ ー

ヴメ ン ト」 や学校へ の 適応の 側面だ けで はな く，
「ジ ェ ン ダ ー

」 の 側面 に お い て さ ら

に 強 く退け られ るこ とに なるの で あ る。

　本稿で は ， 以上 の よ うに ， あ る女子高に お け る 4 つ の サ ブ カ ル チ ャ
ー

の ダ イナ ミク

ス を示す こ とで ，
ジ ェ ン ダー ・サ ブ カ ル チ ャ

ー研究の 1 つ の 試み を提示 した 。 ジ ェ ン

ダー ・ サ ブ カ ル チ ャ
ーは他の 学校 に お い て も　　男子校に お い て も共学 に お い て も一

一
展開 され て お り，様 々 な側面が研究課題 と して 残 され て い る 。 こ れ か らの 「教育 と

ジ ェ ン ダ ー
」 研究は 従来の 研究 の概念や枠組を と らえなお して い く こ とに な る。 その

地平 を与 えて くれ る 1つ の 領域 が ジ ェ ン ダー ・ サ ブ カ ル チ ャ
ーなの で あ る。

〈注〉

（1）　 「グ ル ー プ」 に関 して は ， その 構成原理や グ ル ープ間の 相互 交渉の あ り方， グ ル

　ープ内の 多様性 な どの 詳細 な説明 は こ こ で は省 き， 概略 の み を述べ る 。

（2｝ 本稿で は，教師
一

生徒間 の 相互 交渉は主 題で は な い の で 詳細 は 省 くが ， 生徒 は

　 「指導 しに くい状況」 を作 る際 に ， 自分の 女性性 を利 用す るこ とが ある 。 以下の 例

　で は，生徒は教師一生徒関係 を男女関係 rcす り替えて 叱責を免れ て い る 。 教師 と生

　徒 の 性別 に よる相互 交渉の 違 い は興味深 い テ
ー

マ で あ る。

　　● 男性教師 ， 逃げる生徒 の 腕をつ か ん で と りお さえ る 。

　　　生徒 「離せ よ，す け べ i」

　　　男性教師，手 を離す。

｛3） マ ク ロ ビー （1991）の 研究で は ，
こ う した学校 へ の 厂反 抗 」 の か た ち は女子の サ

　 ブ カ ル チ ャ
ーに 独特 の もの だ と述 べ られ て い る Q
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（4＞ 以下イ ン タ ビ ュ
ー

の 抜粋に は ， イ ン タ ビ ュ
ーを行 っ た順の グ ル ープの 番号を行末

　に付す。 括弧内は コ ー ス を示す。 名前はすべ て 仮 名で あ る 。

（5） コ ン パ が ， 他 の 主 に 男子校の グ ル ープ と行われ るの に 対 し，紹介 は
一一
親 の 男女が

　 も う
一

組の 男女 を引き合わせ る こ とを指す。

（6） 英米の 研究で は ， 勉強 グ ル ープに あた る生徒た ちが ， セ ク シ ー
で あ る こ とや男性

　に 魅力的で ある こ とを高 く評価 し て い る こ とが報告され て い る 。 サ ブ カ ル チ ャ
ー

に

　現れ る 「ジ ェ ン ダー
」 の側面が文化に よ っ て 異な る こ とは興味深 い

。

〔7） 公的領域 へ の 志向性 を もつ 生徒で も， 「家事 も全部 自分で や る」「主婦は こ うあ る

　べ き とい うの が強い 」 な ど ， 家庭 との 葛藤を示す場合が あ っ た 。 こ の こ とは性役割

　が
一
枚岩で は な い こ とを示 し て い る 。
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